
と
呼
ば
れ
る
政
策
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
。
ア
ン
ゴ
ラ
元
難
民
の
再
定
住
も
こ

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ザ
ン

ビ
ア
人
と
元
難
民
の
〝
調
和
〞
を
重
視

し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
の
は
、

J
I
C
A
か
ら
ザ
ン
ビ
ア
政
府
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
副
大
統
領
府
再
定
住
局

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
前
川
貴
恵
さ
ん
。
難

民
状
態
の
長
期
化
が
世
界
的
に
問
題
視

さ
れ
る
な
か
で
、
社
会
統
合
と
い
う
解

決
策
を
示
し
た
こ
の
政
策
は
国
際
的
に

大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　

一
方
で
、
元
難
民
た
ち
は
国
際
的
な

難
民
支
援
の
対
象
か
ら
外
れ
、
新
た
な

生
活
を
始
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
与
え
ら
れ
た
5
〜
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
土
地
は
給
水
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
大
幅
に
遅
れ
、
隣
人
が
誰
か
も

わ
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
。
ザ
ン
ビ
ア

政
府
は
こ
の
問
題
を
開
発
課
題
と
認
識

し
、
ま
た
国
際
社
会
で
は
支
援
策
が
模

索
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
な
か
手
を
差

し
伸
べ
た
の
が
、
日
本
の
A
A
R
と

J
I
C
A
だ
。

井
戸
を
通
し
て

新
た
な〝
町
内
会
〞づ
く
り

　

Ａ
Ａ
Ｒ
は
84
年
か
ら
２
０
０
４
年
ま

で
、
メ
ヘ
バ
地
区
で
難
民
の
職
業
訓
練
、

子
ど
も
の
教
育
、
医
療
な
ど
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
た
。
支
援
は
ア
ン
ゴ
ラ

内
戦
の
終
結
に
よ
り
一
時
停
止
す
る
が
、

元
難
民
の
困
窮
を
知
り
、
経
験
を
生
か

し
て
ふ
た
た
び
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。

〝
元
〞難
民
に
土
地
を
与
え

定
住
さ
せ
る
新
た
な
政
策

　
ア
フ
リ
カ
南
西
部
の
ア
ン
ゴ
ラ
で
は

2
0
0
2
年
ま
で
約
40
年
に
わ
た
っ

て
内
戦
が
続
き
、
約
55
万
人
も
の
難
民

が
国
外
に
流
出
。
そ
の
う
ち
約
25
万
人

が
隣
国
ザ
ン
ビ
ア
北
西
部
の
メ
ヘ
バ
地

区
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
内
戦
終
結
か
ら
10
年
が

経
っ
た
12
年
に
難
民
資
格
が
停
止
。
難

民
の
多
く
は
帰
国
し
た
が
、
数
十
年
間

離
れ
た
母
国
に
戻
る
よ
り
も
、
ザ
ン
ビ

ア
に
留
ま
る
決
断
を
し
た
〝
元
〞
難
民

も
約
1
万
8
0
0
0
人
を
数
え
た
。

　
彼
ら
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、

ザ
ン
ビ
ア
政
府
と
国
連
は
「
元
難
民
現

地
統
合
政
策
」
と
い
う
取
り
組
み
を
14

年
に
開
始
す
る
。
元
難
民
に
法
的
な
滞

在
許
可
と
居
住
・
農
業
生
産
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
土
地
を
与
え
た
の
だ
。

「
も
と
も
と
ザ
ン
ビ
ア
で
は
失
業
問
題

や
都
市
部
の
人
口
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
地
方
回
帰
・
農
地
の
開
拓
を
目
的

に
、1
9
8
8
年
か
ら
『
再
定
住
事
業
』

グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
、
ノ

ア
・
カ
ホ
ロ
さ
ん
は
「
以
前
は
同
じ
再

定
住
地
の
住
民
で
も
お
た
が
い
の
こ
と

を
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
。
今
は
お

た
が
い
の
顔
も
名
前
も
わ
か
る
し
、

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
助
け
合
う
こ
と

も
で
き
る
」
と
喜
ぶ
。

　
粟
村
さ
ん
も
「
ア
ン
ゴ
ラ
元
難
民
、

ザ
ン
ビ
ア
人
の
垣
根
な
く
、
住
民
同
士

で
一
緒
に
畑
を
耕
し
た
り
、
お
年
寄
り

の
様
子
を
見
に
行
っ
た
り
と
い
っ
た
町

内
会
の
よ
う
な
関
係
が
生
ま
れ
て
き
て

い
ま
す
」
と
成
果
に
目
を
細
め
る
。

　
A
A
R
の
活
動
は
、
世
界
的
な
難

民
政
策
の
新
た
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
確
か
な
第
一
歩
を
刻
ん
だ
。

J
I
C
A
は
現
在
、
メ
ヘ
バ
地
区
を

含
む
再
定
住
地
域
を
対
象
と
し
た
元
難

民
の
現
地
統
合
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
計
画
し
て
い
る
。
A
A
R
の

成
果
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
引
き
継

が
れ
て
い
く
。

　

A
A
R
の
粟
村
友
美
さ
ん
は
「
再

定
住
地
域
で
は
元
難
民
も
ザ
ン
ビ
ア
人

も
住
民
が
お
た
が
い
に
助
け
合
え
る
よ

う
な
つ
な
が
り
が
必
要
で
し
た
。
た
だ
、

単
に
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
る
だ
け
で
は
関

係
が
持
続
し
ま
せ
ん
。
計
画
段
階
で
は

J
I
C
A
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
何
か
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
活
動
す
る
機
会
を
つ
く
れ
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ

た
の
が
、
緊
急
性
の
高
い
水
や
衛
生
の

整
備
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
が
と

も
に
働
け
る
仕
組
み
を
つ
く
る
と
い
う

ア
イ
デ
ア
で
し
た
」
と
話
す
。

　

こ
の
事
業
は
J
I
C
A
草
の
根
技

術
協
力
事
業
と
し
て
17
年
3
月
に
ス

タ
ー
ト
。
現
地
で
は
以
前
の
支
援
活
動

を
覚
え
て
い
た
元
難
民
が
、
Ａ
Ａ
Ｒ
を

温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
そ
の
一
方
で

中
央
政
府
の
能
力
強
化
を
目
的
と
し
て

J
I
C
A
か
ら
前
川
さ
ん
が
派
遣
さ

れ
、
地
方
と
中
央
、
両
面
か
ら
の
支
援

が
実
現
し
た
。

　

A
A
R
は
活
動
地
区
の
約
2
6
0

世
帯
を
11
の
自
助
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
リ
ー
ダ
ー
や
会
計
、
書
記
、

水
管
理
委
員
、
衛
生
啓
発
委
員
、
井
戸

修
理
工
な
ど
の
役
職
を
設
け
、
具
体
的

な
活
動
に
つ
な
が
る
研
修
を
実
施
。
住

民
た
ち
は
自
ら
井
戸
の
維
持
管
理
や
衛

生
改
善
活
動
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
対
象
地
域
の
6
割
の
世
帯

で
1
日
に
使
え
る
水
の
量
が
増
加
し
た
。

　

当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
住
民
同
士
の

横
の
つ
な
が
り
も
強
化
さ
れ
た
。
自
助

長期化する難民問題の解決に向けて
ザンビア政府は画期的な取り組みを開始した。

難民と国民に新天地を提供して共生を図る、現地統合政策だ。
AAR Japanは、再定住先で分断された人びとを、

水衛生を通じたコミュニティ形成支援で結びつけた。

孤立した元難民を
“水”でつなぐ

ザンビア北西部州元難民現地統合対象地域における
水衛生管理を通じたコミュニティ基盤づくり
2017年3月〜2019年4月

案件名

水が
透明になった！

Republic of Zambia

ザンビア

1964年に独立して以来安定した内政が
続くザンビアは、紛争の多発する周辺地
域の中で中立を維持しつつ地域平和の
構築に尽力。アンゴラをはじめアフリカ
各国からの難民を積極的に受け入れて
きた歴史を持つ。

国名  ：ザンビア共和国
通貨 ： ザンビア・クワチャ
人口 ：1,709万人

（2017年、世界銀行）
公用語 ：英語

首都：
ルサカ

「JICAは、すぐには成果が見えにくい
コミュニテイ支援事業をよく理解して
支援してくれました。井戸の修理では
技術的なアドバイスをいただき、追加
的な活動のために必要な予算も副大
統領府アドバイザーの前川さんが確
保に協力してくださいました」

AAR Japan ザンビア事業担当
粟村友美（あわむら・ともみ）さん

「AARから現場の声、現場の課題
を挙げていただくことで、迅速に副
大統領府・JICAザンビア事務所と検
討する態勢が取れたことは非常によ
かったです。住民組織が順調に機能
していることは、ＡＡＲの地道な活動
の成果です」

ザンビア政府
副大統領府再定住局アドバイザー
前川貴恵（まえがわ・きえ）さん

再定住地ではこれまでトイレがない家庭が多かったが、衛生啓発
委員が世帯を回って指導した結果、多くの家庭で新設された。

左 ： ご近所同士のアンゴラ元難民とザンビア人がともに井戸の保守管理など身近な課題を話し合
い、おたがいに助け合う。右 ： 各自助グループから総勢66人の衛生啓発委員を選出。衛生知識や
住民にわかりやすく伝える方法などを学んだ。

井戸水はパイプのサビの影響で臭い、味、色に問題があった。80基の井戸で揚水管パイプを鉄製か
らプラスチック製に交換したところ、水の透明度などが大きく改善した。

運動会のようなレクリエーションイベントも企画。さまざまな土地か
ら再定住地に集まったアンゴラ元難民とザンビア人とが交流を
深めた。

住民から選ばれ、AARの研修を受けた井戸修
理工たち。JICA予算でプラスチックパイプを調
達し、自分たちの手でパイプ交換を行った。

BEFORE

AFTER

地域の絆を深めよう

文⃝光石達哉

1979年、「インドシナ難民を助ける会」として
日本で発足し、84年に現名称に変更。以
来、活動地域や分野を広げながら、これまで
60を超える国・地域で支援を展開している。
97年にはAARが中心メンバーとなって進め
ている地雷禁止国際キャンペーン（ICBL）が
ノーベル平和賞を受賞した。

［特定非営利活動法人］

難民を助ける会（AAR Japan）

難民支援を生かすNG
Oの強

み

BEFORE

NGO
世界をつなげる市民のちから

特集

AFTER

井戸のトラブルは
まかせろ！
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